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半額の日 0.057 0.72 0.28 6.84 
通常日 0.057 0.15 0.85 7.75 
また、うどん屋での特定商品半額の日と通常の日のシミ
ュレーションの比較を行う。ピークの１時間に当たりのう
















また、状態空間爆発を検討できず、DaNAMiCS の Stead 
stateで検証を行うことができなかった。今後の課題として
は、厳密に遅延時間を得るためにデータ収集数を増やし、
状態爆発を起こさないようにワークフローのモデル化を縮
小を行うこと、流体化プログラムなどの方法で、シミュレ
ーションすることなどが考えられる。 
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